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二日目午前中はレインコンディションでしたが、午後からＤＲＹになりましたが、

車体自体での一次旋回を上げるため突き出し量を10ｍｍ突き出して予選スタート。

事前テストは台風の影響があり、一日目はレインコンディション。

コーナー中フロントが高いのでイニシャルを抜くがもう少しレートを下げて追ってみることに。

決勝はまずまずのスタート。一周目を11番手で終えてじわじわと追い上げていきます。
何とか9番手まで上がってゴール。

畑中　健太郎

アトウッドカーブでフロントが底付き感があるのでフロンのバネレートをＵＰ（10.0から10.5Ｎへ）。

次回鈴鹿はもっと進化した今野選手が見れると思います。
応援宜しくお願いします。

（10.5から10.25へ。レート下げてスロットルオフでの内向感が出てきた）
予選中にリヤレートを100.4Ｎに上げました。しかし、残念ながらＱ3には進めず、予選16番手で終了。

というわけで岡山国際サーキットでのレースが始まりました。
天高く馬肥ゆる秋。

レーシングサプライ

タイヤを確認するくらいしか出来ませんでした。
さて、迎えたレースウィークですが、前回のテストからの変更点はリヤのバネレートをワンランク上げてスタート。

重点的に走りこみを行いました。
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